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安
倍
総
理
は
じ
め
関
係
者
の
大
変
な
努
力
に
よ
り
、

二
〇
一
九
年
度
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土

の
強
靱
化
を
目
指
す
三
カ
年
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
風
水
害
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
相

次
い
だ
昨
年
の
状
況
を
見
て
も
、
三
カ
年
で
国
土
の
強

靱
化
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
困
難
で
、
こ
の
計
画
を

「
具
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
構
成
さ
れ
た
五
カ
年

計
画
に
昇
華
さ
せ
、
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
五
カ
年
計
画
は
数
次
に
わ
た
っ
て
策

定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
わ
が
国
の
防

災
・
交
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
先
進
諸
国
の
レ
ベ
ル
に

比
し
て
劣
後
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
わ
が
国
土
は
災

害
に
対
し
て
き
わ
め
て
脆
弱
性
が
高
い
と
い
う
特
徴
を

持
つ
か
ら
で
あ
る
。

　

世
界
の
空
港
・
港
湾
・
道
路
の
整
備
の
状
況
と
比
較

す
る
と
、
わ
が
国
の
後
れ
は
目
を
覆
う
ば
か
り
の
惨
状

を
呈
し
て
い
る
う
え
に
、
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
の
小

田
川
一
つ
を
見
て
も
、
防
災
の
た
め
の
身
近
な
河
川
改

修
が
ま
る
で
進
ん
で
い
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

最
大
の
国
難
級
災
害

　

小
田
川
な
ど
の
防
災
改
修
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
が
、
日
本
国
の
存
続
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
災

害
へ
の
備
え
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
最
大
級
の
国
難

災
害
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
予
想

て
の
道
路
が
一
律
の
耐
震
基
準
で
造
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
中
央
国
土
軸
と
な
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
段
と

高
い
耐
震
性
を
具
備
し
た
構
造
設
計
に
よ
り
、「
大
地

震
に
よ
っ
て
他
の
道
路
が
損
傷
を
受
け
て
も
、
こ
の
路

線
は
健
全
性
を
維
持
」
さ
せ
て
、
発
災
直
後
か
ら
救

急
・
救
援
・
復
旧
な
ど
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
し
て

お
く
の
で
あ
る
。

　

次
に
高
速
化
と
は
、
新
東
名
並
み
の
時
速
一
四
〇
㌔

㍍
の
設
計
速
度
に
よ
り
、
規
制
速
度
時
速
一
二
〇
㌔
㍍

以
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
高
速
道
路
の

法
定
の
最
高
速
度
は
時
速
一
〇
〇
㌔
㍍
で
あ
る
。
こ
れ

は
世
界
で
最
も
低
い
最
高
速
度
な
の
だ
が
、
国
民
に
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

時
速
一
〇
〇
㌔
㍍
規
制
の
国
は
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
数
カ
国
に
過
ぎ
ず
、
実
質
無
制
限
の
ド
イ
ツ

（
推
奨
速
度
は
時
速
一
三
〇
㌔
㍍
）
を
最
高
に
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
（
マ
イ
ル
か
ら
の
換
算
）

な
ど
の
国
が
時
速
一
三
〇
㌔
㍍
規
制
で
あ
り
、
イ
ン
ド
、

ス
ペ
イ
ン
、
中
国
、
韓
国
な
ど
は
時
速
一
二
〇
㌔
㍍
規

制
で
あ
る
。
世
界
の
主
要
国
は
、
ほ
と
ん
ど
が
時
速
一 

二
〇
㌔
㍍
〜
一
三
〇
㌔
㍍
が
最
高
速
度
規
制
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
設
計
速
度
の
採
用
は
、
単
に
高
速
性
の
確
保
だ

け
が
目
的
で
は
な
い
。
新
東
名
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
が
「
こ
の
道
路
は
疲
れ
な
い
」
と
喜
ん
で
い

る
よ
う
に
、
線
形
も
勾
配
も
運
転
手
に
優
し
い
道
路
で

の
大
き
さ
で
発
生
す
る
と
、
二
〇
一
八
年
六
月
の
土
木

学
会
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
確
保
に
関
す
る
技
術
検
討
委

員
会
」
報
告
に
よ
れ
ば
、
経
済
被
害
が
二
〇
年
間
の
累

計
で
一
、二
四
〇
兆
円
、
資
産
被
害
一
七
〇
兆
円
、
こ
れ

ら
に
よ
る
財
政
的
被
害
一
三
一
兆
円
に
も
な
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
資
産
被
害
は
「
道
路
・
河
川
・
港
湾
」

に
限
定
し
て
計
上
し
て
お
り
、
鉄
道
・
電
力
・
通
信
・

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
管
理
主
体
が
民
間
で
あ
る
も
の
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
被
害
額
に
な
る
の

は
、
東
京
・
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
ん
で
い
る
た

め
に
、
こ
こ
で
の
被
害
額
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
と
、

か
つ
て
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
と
い
わ
れ
た
太
平
洋
側

中
心
部
地
域
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。

　

こ
の
地
震
は
、
日
本
を
世
界
の
最
貧
国
に
す
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
が
、
少
し
で
も
そ
の
程
度
を
や
わ
ら

げ
る
た
め
に
は
、
以
下
に
示
す
種
々
の
方
法
で
対
策
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

1
． 

イ
ン
フ
ラ
の
防
災
機
能
の
向
上
と
、
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
豊
か
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

2
． 

防
災
教
育
・
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
防

災
意
識
の
日
常
化

　

3
． 

防
災
の
た
め
の
制
度
・
組
織
の
整
備
と
人
材
育

成

あ
り
、
実
際
、
事
故
率
も
旧
東
名
よ
り
低
い
の
で
あ
る
。

　

現
中
央
道
の
制
限
速
度
は
、
延
長
の
九
五
・
三
％
が

時
速
八
〇
㌔
㍍
以
下
で
高
速
道
路
の
法
定
速
度
で
す
ら

走
れ
な
い
し
、
中
国
道
で
は
九
九
・
一
％
が
時
速
八
〇

㌔
㍍
以
下
で
あ
る
う
え
に
、
時
速
六
〇
㌔
㍍
と
い
う
一

般
道
路
な
み
の
速
度
制
限
が
九
・
四
％
も
あ
る
。
制
限

速
度
の
低
い
道
路
延
長
が
長
い
こ
と
は
、
カ
ー
ブ
が
急

で
勾
配
も
き
つ
い
区
間
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
が
国
土
の
中
央
を
縦
貫
し
て
い
る
高
速
道
路
の
実

態
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
車
線
数
の
問
題
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
六
車

線
以
上
の
高
速
道
路
が
全
体
の
三
四
％
（
フ
ラ
ン
ス
も

三
一
％
）
も
あ
る
が
、
わ
が
国
に
は
六
％
し
か
な
い

（
な
お
日
本
に
は
、
危
険
な
走
行
を
強
い
る
世
界
に
例

を
見
な
い
二
車
線
区
間
が
三
八
％
も
あ
る
）。
人
口
も

面
積
も
ド
イ
ツ
よ
り
か
な
り
大
き
い
わ
が
国
で
は
あ
る

が
、
そ
の
物
流
環
境
は
き
わ
め
て
貧
弱
と
言
っ
て
過
言

で
は
な
い
。

　

ま
た
六
車
線
で
あ
れ
ば
、
第
三
レ
ー
ン
は
自
動
運
転

技
術
の
進
化
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
大
型
貨
物
車
の
自

動
コ
ン
ボ
イ
走
行
レ
ー
ン
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

中
央
国
土
軸
は
、「
高
耐
震
設
計
・
設
計
速
度
時
速
一 

四
〇
㌔
㍍
・
全
線
六
車
線
」
の
道
路
と
し
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
東
海
道
エ
リ
ア
が
大
損
壊
し
て
も
、
日
本
国

が
存
続
で
き
る
備
え
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

4
． 

東
京
・
首
都
圏
一
極
集
中
是
正

　

5
． 

中
央
日
本
・
日
本
海
日
本
の
交
通
軸
を
国
土
軸

と
し
た
東
海
道
軸
レ
ベ
ル
へ
の
整
備

戦
略
的
イ
ン
フ
ラ
更
新
の
中
央
日
本
で
の
展
開

　

東
海
道
エ
リ
ア
と
い
う
日
本
の
中
枢
が
壊
滅
的
被
害

を
受
け
た
時
、
日
本
国
の
一
体
化
を
確
か
な
も
の
に
し

た
り
、
中
部
以
西
か
ら
の
首
都
圏
な
ど
へ
の
食
料
な
ど

の
物
流
や
人
流
を
担
い
、
国
土
軸
と
な
る
の
は
「
中
央

日
本
」
と
「
日
本
海
日
本
」
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
央
日
本
に
は
新
幹
線
が
な
く
、
太
い

人
流
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
物
流
に
関
し
て

も
中
央
道
は
後
に
示
す
状
況
で
、
東
名
・
新
東
名
に
比

し
て
分
担
で
き
る
能
力
が
著
し
く
小
さ
い
。

　

日
本
海
日
本
に
は
、
北
陸
道
、
北
陸
新
幹
線
が
あ
る

が
、
新
幹
線
は
金
沢
止
ま
り
で
大
阪
〜
東
京
間
の
代
替

路
線
に
な
り
得
な
い
。
つ
ま
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
こ
る
と
東
京
・
首
都
圏
は
、
西
側
の
名
古
屋
・
大
阪
・

広
島
・
福
岡
な
ど
か
ら
は
完
全
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
の
提
案
は
、
国
土
の
中
央
を
縦
貫

す
る
中
央
道
と
中
国
道
の
「
高
耐
震
化
・
高
速
化
・
多

車
線
化
」
と
い
う
戦
略
的
更
新
に
よ
っ
て
「
新
中
央
道
」

と
「
新
中
国
道
」
を
整
備
し
て
、
東
海
道
機
能
・
山
陽

機
能
の
代
替
軸
を
新
た
な
国
土
軸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
高
耐
震
基
準
の
導
入
で
あ
る
。
現
在
は
、
す
べ
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